
柏市のいじめの実態と
未然防止の取り組みについて

柏市教育委員会児童生徒課
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資料①
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平成２９年度

いじめの調査結果

小学校 中学校 合計

認知件数 2,570 646 3,216

解消 2,324 567 2,891

未解消 246 79 325
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解消率 ８９．９％（９３．１％）

小学校 ９０．４％（９２．７％）

中学校 ８７．７％（９４．３％）
※（ ）は昨年度



ア．いじめに係る行為の解消
被害者に対する心理的又は物理的な影響（インター

ネットを通じて行われるものを含む）が止んでいる状態

が３か月継続していること。

イ．被害児童生徒が心身の苦痛を受けていない
こと
いじめが解消しているかどうかを判断する時点におい

て，被害児童生徒がいじめの行為により心身の苦痛
を感じていないと認められること。
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いじめの解消について

柏市いじめ防止基本方針より



いじめ認知件数の推移

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

中学校 380 209 234 184 402 620 734 952 624 646

小学校 249 235 109 113 166 581 846 1786 2406 2570
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順位 都道府県
1000人当たりの認知

件数（件）
認知件数（件）

1 京都府 96.8 26775

2 宮崎県 85.7 10947

3 宮城県 77.9 19288

4 沖縄県 61.1 12482

5 山形県 56.6 6740

6 千葉県 49.7 32228

合計 23.9 323808

柏市 101 3216

1000人当たりのいじめの認知件数（件）
～平成２８年度問題行動等調査と平成29年度柏市いじめ調査の比較～

※柏市以外は平成28年度問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査の結果
柏市の認知件数については，平成２９年度３学期いじめ調査の結果

認知件数は
全国で最も多い

1000人当たりの
認知件数は

１位の京都よりも多い

解消率

93.30%

92.40%

93.40%

92.80%

89.10%

86.90%

90.60%

89.90%



いじめは「いつでも，どこでも，ど
の児童」にも起き得るという意識

兆候を一早く把握し、的確
かつ迅速に対応



いじめの態様（小学校）
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いじめの態様（中学校）
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いじめの学年別内訳（中学校）
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STOPitアプリ相談状況
平成２９年度相談件数

（５月２２日から３月３１日まで）

合計 １３３件

内訳 中１ １０２件

中２ ２２件

中３ ９件

（学校に通報・・・２３件）
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ストップイット相談内容
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１．本人のいじめについて 37

２．本人以外のいじめについて 11

３．部活動について 10

４．ネットトラブルについて 8

５．教員の指導について 16

６．その他の相談について 27

７．相談以外（挨拶や問い合わせ等） 24

合計（件） 133

※平成29年5月22日～平成30年3月31日



パソコンや携帯で誹謗中傷や
いやなことをされる（平成29年度いじめ調査より）
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○中学校

平成２８年度

合計 ５０件

平成２９年度

合計 ３４件

○小学校

平成２８年度

合計 ９件

平成２９年度

合計 １５件

減少

増加



いじめの未然防止の手立てとして
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全ての学校においていじめが認知されている

⇒(1)早期からの関わり・対応・指導が重要

ベテラン教員の大量退職，若手教員の増加

⇒(2)教員一人ひとりの指導力の向上と

「チーム」での指導体制が必須



「○○小をいじめのない学校にしよう」

柏市教育委員会児童生徒課
16

①「いじめ防止授業」の実施

(1)早期からの関わり・対応・指導が重要



いじめ防止授業 昨年度の実績

小中学校 合計１７校 １１６学級 ３８４０人

多くの学校で実施することでいじめの
未然防止・早期発見に努める。



18

・『個性を認め合う雰囲気』づくり
・『いじめの定義』の理解
・『相談窓口』の紹介
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傍観者の視点でいじめを考え，議論する授業の実施
市内全中学校

第１学年 全クラス

相談・報告しやすいアプリの提供(STOPit)
市内全中学校 全生徒

②ネットいじめを許容しない集団の雰囲気を醸成する
ための授業支援の実施



◎いじめを許容しない雰囲気の醸成
〇早期発見 〇抑止力

予防・介入により深刻な事態を防ぐ
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STOPit アンケートの分析について

いじめ脱傍観者プログラム「私たちの選択肢」
アンケート分析結果

・分析者：敬愛大学国際学部准教授 阿部 学

・対象：柏市立内公立中学校1年生18校分

生徒2,885名（すべてクラスごとに実施）

・実施日：2017年５月～７月

・授業者：NPO法人企業教育研究会
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授業のねらいについて
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アンケート結果を分析し，よりよい授業支援の
あり方について検証する
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・いじめを許容しない集団の雰囲気を醸
成するための授業の実施（５～６月）及
びネットモラル講演や情報モラル教育

・小学校への導入について
⇒モデル校に導入し，効果を検証する。
（いじめ防止授業の中で啓発）

・生徒へのアンケートの実施
⇒アプリの成果をしっかりと検証する。



③産官学連携による「SOSの出し方教育」を
テーマとした授業の開発

千葉大学教育学部 柏市教育委員会

ストップイットジャパン（株）
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【内容について】

①どうする!? SOS 〜 ホウレンソウ
（報告・連絡・相談）教育

②自分らしく生きるって？ 〜 多様な
性を理解する教育
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オーディションの様子（酒井根中学校にて）

柏市中学生演劇部と連携し作成中



• 教職員に対する研修の充実

• 若手教諭や講師の経験不足のフォロー

• 学校の生徒指導体制（組織対応）の構築

人材の育成と派遣
30

(2)教員一人ひとりの指導力の向上と
「チーム」での指導体制が必須



教職員に対する研修について
・生徒指導主任連絡協議会

・教育相談担当者研修

・学校警察連絡協議会研修

・初任者研修

・５年経験者研修

・中堅教諭等資質向上研修

・「性同一性障がいや性的指向・性自認に
係る児童生徒への理解と対応」研修

等31



生徒指導アドバイザー

◎経験豊富な管理職経験者が

• 若手教員や講師を中心に学級経営
が不安定な担任のサポート

• いじめをはじめとする生徒指導上の
問題解決に対する指導・助言
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経験年数 H27 H28 H29

１年未満 49 52 60

１～２年 37 37 33

２～３年 30 27 26

３年未満合計 116 116 119

経験が３年未満の講師の人数（人）

今年度１０名体制

小学校２６校に派遣

平成２９年度

経験年数３年未満の講師について



スクールサポーターの配置

• スクールサポーターは学校の要請に基づき，
児童生徒の非行防止や立ち直り支援，学校
における安全確保を目的としている。

• 学校内外のパトロール活動への支援

• 対象児童生徒への指導及び助言

今年度７名 中学校５校に配置
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スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の
活用

• 問題を抱えた児童生徒に対し，児童生徒が置
かれた環境の問題（家族等）への働きかけや
関係機関等の連絡調整を行う。

• ３つの中学校区及び学習相談室に６名配置

• 不登校・いじめ等の問題行動の要因に家庭環
境が考えられるケースに対応

• 適切な指導・援助ができるスーパーバイザーを
配置 35



柏市生徒指導問題対策支援チームの
派遣について

• 児童生徒課指導主事，スーパーバイザー，ＳＳＷ等
がチームを組んで行う学校訪問

※問題行動の内容によっては各関係機関の職員に
も参加を要請いたします。

• 授業参観，ケース会議，職員研修を行う。

• 学校のいじめ防止対策の推進を図るとともに生徒
指導の対応の人材育成も兼ねる。
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